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＜連絡事項＞
・なし

＜入室状況＞
【転入】
・根岸　恵利子様～西病棟Aユニット46号室→東病棟Dユニット18号室

＜患者様連絡事項＞
・松原　哲夫様～痰鳴あり、今川Drより週末分吸引指示いただきました。

・淵沢　和子様～昨日16時頃よりオムツ内失禁なし、トイレ誘導するも排尿なし。腹部膨満あり。
今川Drに状態報告し、導尿指示受ける。状態観察し、一定時間自排尿無い場合には導尿実施可の口頭指示受ける。
[bookmark: _GoBack]
＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前、午後一時間ずつの開放観察実施。開放観察中、自室から出てくることなく横になっている。入浴中スタッフ付き添い、不穏さはなし。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

・和田　純弥様～終日隔離中。午前二時間、午後一時間の開放観察実施。開放観察中、チラシを持ち歩き、来詰頻回。都度、対応している。入浴中スタッフ付き添い、不穏さなし。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

・二部　奈乃華様～終日隔離中。対面時、穏やかであり逸脱した行動はなし。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

・若沢　理子様～終日隔離中。午前、午後一時間ずつの開放観察実施。服薬の拒否はないが、対面時易怒性あり「逮捕しろ」と言われている。大声で独語され表情の硬さあり。早めに開放観察終了とする。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。


＜措置ケース検討＞
・藤井　崇史様～措置入院が解除にならないことについての不満や他患に対し被害的な訴えも聞かれている。訴えの傾聴や適宜頓服薬使用にて粗暴行為には至らず。処遇改善に向け支援継続していく。

・木村　聡様～他者トラブルなく、静穏に過ごしている。退院の生活について不安感を訴えることもあり。本人の意思や考えを尊重しながら早期処遇改善に向け支援継続していく。
